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もう一人の自分と向き合い，よりよく生きる力を育てる｢節分｣  
～『こわさ』が教える道徳の芽と，安心の中で育つウェルビーイング～  

   
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 校　長　　小　峯　三　朗  

  
  春の気配が少しずつ感じられる2月，子どもた  
ちは毎年恒例の山宮神社での節分祭に招かれ，  
鬼の登場に驚きながらも，元気いっぱいに豆ま  
きを体験しました。昨年参加した今の2年生も，  
当時は「鬼が来るよ」という先生の言葉に，思  
わず背筋を伸ばしていた姿が思い出されます。   

  
　私たちが子どもの頃には，悪いことをすると  
閻魔大王が生前の行いを裁き，地獄へ連れて行   
くという話を聞かされ，また「お天道様が見て  
いるよ」と言われながら，どこかで見えない存  
在が自分の行いを見守っているように感じてい   
たものです。全国には，子どもの健やかな成長  
を願う来訪神の文化が今も息づいています。薩  
摩川内市甑島の「トシドン」，悪石島の｢ボゼ｣，  
南さつま市金峰町の「ヨッカブイ」など，地域  
ごとに姿は違っても，子どもたちに『生き方の  
節目』を伝える存在として大切に受け継がれて  
きました。  
  
　時代が変わり，生活の中から『こわい存在』が少しずつ姿を消していく今でも，子ども  
たちの心には，『自分の弱さや迷いに向き合わせ，心のブレーキ役となる，もう一人の自  
分』がいます。節分は，その存在と向き合い，自分の中にある弱さや迷いに気付き，それ   
を乗り越えようとする心を育てる大切な機会でもあります。  

  
　道徳教育では，善悪を判断し，よりよい行動を選ぼうとする力を育むことが重視されて  
います。節分の豆まきは，単なる行事ではなく，「弱い自分に負けない」「思いやりをもっ  
て行動する」という心の成長を象徴する体験です。怖さを感じながらも，信頼できる大人  
に見守られ，安心できる環境の中で，自分の気持ちを整え，前向きに生きる力『ウェルビ  
ーイング』の基盤が育まれていきます。  

  
　地域の方々に支えられながら，子どもたちが季節の行事を通して心の強さと優しさを育  
んでいくことに，改めて感謝の気持ちを抱きます。今年も，豆まきの元気な声が，子ども  
たちの心の成長をそっと後押ししてくれたことでしょう。 

                                                 
 
 
 
 
 

【山宮神社 での節分祭 】

キラリ輝く安楽っ子！～志の言の葉スピーチコンテスト出場者～ 

□　１年　山本　千咲　　作文題「へいわなせかいに」：ｼﾞｬﾝﾙ「平和」　 

□　２年　小森　大也　　作文題「お母さんありかどう」：ｼﾞｬﾝﾙ「保護者へ」 

□　２年　福岡　和羽　　作文題「おじいちゃん，おばあちゃんへ」：ｼﾞｬﾝﾙ「家族へ」 

□　３年　德留　莉帆    作文題「わたしのおじいちゃん」：ｼﾞｬﾝﾙ「家族へ」     

□　５年　中山  壮甫    作文題「ぼくのひいおじいちゃん」：ｼﾞｬﾝﾙ「家族へ」　 

　※　３月７日(土)12時～　志布志市文化会館にて，スピーチで表現します。
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《安楽の魅力，再発見！ 《最後まで頑張ります！！  

～安楽山宮春祭り～》 ～持久走体験教室～》 　
　 ２月１４日（土）に行われた安楽山宮の春祭り。毎 　 ２月２７日（金）に開催される持久走大 　  
年，数名の児童が踊りと演奏で参加しています。そし 会。体育の時間は本番に向けて練習する姿  

て，今年も春祭りの正月踊りを全校児童で見学に行 も見られるようになりました。そして１月３０ 　  
きました。 日（金）は持久走体験教室を実施。県下一
　 春祭りはその年の豊年を祈願する祈年祭で，正月 周駅伝に参加し，安楽小学校の保護者でも
踊りは九つの踊りで構成されているとのこと。黒装束 ある加治屋毅さん，鮎川俊一さんが講師と
で身を固め，腰には手拭，サルノコ人形を下げて踊 して来てくださいました。 
り，最後は早いテンポのにぎやかな踊りで締めくくら 　 腕の振り方や呼吸の仕方を教えてもら
れます。また，県の無形文化財にも指定されており，身 い，走り方もこれまでと少し変わったようす
近にこんなに素晴らしい文化が残っていることを改め の子供たち。中学年は５分間，高学年は１０
て嬉しく思いました。 分間走に挑戦しましたが，いつもより軽やか
　 春祭りの他にも安楽にはよいところがたくさんあり に走れたようです。教わったことを生かし，
ます。自分たちが住んでいる町をもっと好きになり，ど 本番では全員が最後まで頑張る姿を応援
んどん魅力を発見していきましょう！ しています。

《「鬼は外」「福は内」でみんな元気に 《一緒に楽しく学びましょう 

～安楽山宮神社「節分祭」～》 ～居住地交流～》 
　 ２月３日（火）は安楽山宮神社で節分祭が行われ， 　２月６日（金）に牧之原特別支援学校の
１年生が参加してきました。昨年度から安楽保育園と ４年生，久永琉愛さんが居住地交流で安楽
安楽小学校の１年生が招待され，豆まきを行っている 小学校に来てくれました。 
そうです。 　 ２校時は特別支援学級で節分を，３校時
　 赤鬼と青鬼の登場に怯える様子も見られました は４年２組の子供たちとゲームを楽しみまし
が，全員で一生懸命に鬼を退治しました。泣いている た。明るく元気いっぱいの琉愛さんにたくさ
友達に「僕が守るからね。」と頼もしい言葉も。みんな んの元気と笑顔をもらい，全員が楽しい時
で力を合わせて鬼退治する姿が微笑ましかったで 間を過ごすことができたようです。 
す。 　 安楽校区に住んでいる琉愛さんとは，学
　 豆まきをして，それぞれが自分の中の鬼も退治でき 校以外で会うこともあることでしょう。これか
た１年生。これからの成長がますます楽しみになって らも同じ校区の友達として，仲を深めてくれ
きました。 ると嬉しいです。 


